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し
！
經
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を
究
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に
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せ
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す
れ
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經
營
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す
.る
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が
あ
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、
即
經
營
は
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濟
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意
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現
、
若
し
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的
手
段
な
.る
が
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。
：
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經
濟
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と
ば
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謂
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<
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二 (

勞
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働
湖
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；
の
意
で
あ
る
漏
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故
に
、
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寫
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於
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る
、
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濟
の
稱
»
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e
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w
i
r
t
s
c
h
a
f
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は
常 

\

に
必
ず
、
經
罃
の
上
に
农
现
せ
ら
れ
、
反
映
せ
ら
るy
一
 

も
の
で
あ
る
、.

從
つ
て
、
商H

業

U

於
.い
て
も
、

.
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j 

k

於
け
る
ビ
等
し
く
、
其
經
鐵
形
態
の
滅
移
は
其
經
濟
一 

の
變
遛
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
、
商
業
の

l

#

r a

な

る
ブ 

鈒
行
に
於
V -

て
も
亦
其
經
營
形
態
の
推
移
ょ
り
し
て0 

' :

行
經
濟
：の
本
質
を
攻
究
ず
る
こ
と
を
得
：る
の
で
あ
る
。

1 :

し
經
營
の
上
に
經
濟
の
精
»

、

及
私
經
濟
的
成
*

(
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r
f

o
l

f

丨—

利
澗)

の
本
體
公
認
む
る
を
得
る
か
ら
.で
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土
二

あ
る
。
而
し
て
、
經
濟
的
經
營
關
係
の
解
剖
は
分
れ
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總
收
入
の
卯
題
、
總
支
出
の
的
題
、
私
經
濟
的
利
潤
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問
»

预
金

.

の
安
全
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實
0

問
題
及
準
榴
金_

題
、從
つ 

て
投
資
の
稀
類
の
间
題
と
成
が
の
で
あ
る
。
此
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出
及
私
經
濟
的
利
謂
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は
他

H

の
硏
究
に
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玆
広
論
じ
な
い
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:
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收
入
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間
題
の
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究
は
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酿
行
の
發
達
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方
向
、
及
業
務
の
方
針
^
闕
明
に
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:
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く
、
预
金
の
安
全
確
實
及
準
備
金
の
間
題
は
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»
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銀
行
制
度
調
裔
委
員
會』

の
、決
議
ビ
密
後
の
交
涉
を
有
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る
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で
あ
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節
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..
物
價
、米
債
調
節
0
訓

令

'

I

舨
物
價
の
暴
騰
に
伴
ひ
、
近
時
食
料
品
、
就
中
米 

價
の
奔
騰
は
一

見
其
已
む
處
を
知
ら
さ
る
の
姐
が
ぁ
る 

•

靈

慧

利

取

締

令

、f

制
限
等
に
ょ
り
て
之
が
調
節

禁
止
丨
或
は
物
價
特
k

米
價
調
節
の
訓
令
を
發
し
1

 

か
調
節
に
努
力
し
今
や
更
に
定
，斯
取
引
の
一
部
禁

止

を

 

す
&

斷
行
す
る
に
免
つ
た
。
誠
：に
當
局
が
日
常
必
需
品 

の
價
格
調
節
に
‘對
し
鑛
心
苦
臑
す
る
の
状
疋
く
過
命
，』 

見
る
：の
思
が
す
る
の
で
あ
.る
o
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彼
の
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寶
惜
し
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は
堅
實
な
る
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愼
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き
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雜錄經濟睁都評輪
 

嬌
ご
か
し』
の
訓
令
、
論
達
が
今
日
の
資
本
主
義
的
精 

神
に
滿
て
る
生
康
满
に
對
し
娘
し
て
幾
何
の
効
®
が
あ 

’る
か
。
實
に
彼
等
の
利
益
を
最
も
ょ
く
知
悉
す
る
は
彼 

等
自
身
で
あ
つ
て
、
何
ん
^

世
情
に
疎
く
、
經
濟
の
理 

に
暗
き
當
局
の
獱
示
を
待
た
う
。：吾
人
は
自
己
の
一
言 

i

行
が
直
ち
に
國
民
の
思
想
行
動
を
支
配
し
得
る
ビ
信 

す
る
舊
式
官
僚
家
の
迂
愚
を
憫
ま
ざ
る
を
#
な
い
も
の 

で
あ
る
”

況
ん
や
國
民
の
疰
計
の
'逼
追
に
因
る
物
價
調 

節
の
必
要
を
ff
i
m

し
な
が
ら
管
内I

般
の
人
民
に
浪
狴 

の
愼
し
む
可
き
諭
逄
を
地
方
長
官
に
訓
示
す
る
が
如
き 

殆
ん
ど
訓
令
の
體
を
成
さ
ざ
る
务
の
ビ
云
は
な
け
れ
ば

f

 
ぬ
:0
''.

^
^
::
;定
期
取
引
の
制
限

觅
に
瘦
商
務
大
^

は
四
月
十
七
日
全
國
米
穀
取
引
^
 

に
對
し
當
限
中
限
の
取
引
の
停
止
?:
命
じ
た
。
勿
論
米 

價
騰
貴
抑
制
の
目
的
を
以
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
つ
て 

定
期
収
引
が
米
價
の
.騰
貴
を
不
當
に
促
進
す
る
と
信
じ

.1

.

.

.
-
.
-
^
M

-

m.
:
:
、

, 

f
v
3L
'
M
L 

.

犮
結
果
に
外
な
ら
似

,0
而
て
旣
に
當
中
兩
限
の
取
引
?: 

停

±
し
た
以
上
は
轉
資
貢
戾
を
本
質
ビ
す
る
本
來
の
5
€ 

期
取
?!
は
、
ょ
し
先
限
取
别
0
侬
然
ビ
し
て
許
3
る
> 

€
し
て
吒
«
度
に
迄
制
限
せ

;:
6
>れ
^
も
の
と
云
は
な
け 

、
れ
ば
本
ら
ぬ
。.

然
办
政
府
の
信
ず
る
如
く
觉
期
取
?1
が 

I

並
.米
の
‘價
格
に
影
«
を
及
_ぼ
す
こ
々」

は
爭
ふ
可
か
ら
さ 

|

る
事
實
で
あ
る
け
れ
ば
も
、(

而
も
楚
沏
取
引
の
利
.益
の 

\

存
す
る
の
も
亦
此
點
ょ
ぅ
來
る
も
•の
に
外
な
ら
な
いO 

I

則
ち
定
期
取
引
に
於
け
る
質
方
な
る
も
の
は
將
來
に
於 

I

け
る
米
惯
の
騰
貴
を
激
想
す
る
4
6來
る
も
の
で
あ
つ 

I

て
其
結
果
疋
米
に
彰
響
を
及
ぼ
し
て
僙
格
の
0
貴
を
伲 

\
が
し
、
而
し
て
，馏
格
の

)|
|
貴
は
消
45
の
節
約
と
な
ち
て 

|
M
に
騰
貴
せ
ん
ビ
す
る
傾
向
を
抑
止
す
る
に
至
る
毛
の 

で
あ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
定
期
取
引
な
る
も
の
は
}it
來 

:“，の
霄
要
供
給
を
最
ぁ
敏
活
it
考
慮
し
最
も
迅
速
に
現
在 

の
代
價
の
上
に
反
響
せ
し
.む
る
が
故
に
却
つ
て
代
惯
を 

平
均
せ
-

め̂
.、.—

Je
暴
騰
暴
.

を
抑
止
ず
る
の
効
®
あ
る

■

t ?
>
の
1
§

 

i

を
得
な
.ぃ
：の
で
.あ
る
。
而
し
て
實
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.
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の
r

要
供
給
i

礎

投

機

S

成
功
を
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待
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I

f

 

I
に

產

I

に
於
け
る
I
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;
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.
給
は
實
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要
供
給
の
i

の

吉

立

h
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致
す
る
を
以
て
原
則
ど
な
す
の
で
あ
る
。
然
り
而
む
て 

、

今
日
の
定
期
取
引
f

 

i
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騰
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に
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：の

i 

不
足
に
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す
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で
あ
i

含
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し

て

然

ら

ば

今

後

端

魔

铒

こ

\ 

於
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衣

し

米

憤

の

極

及

に

暴

騰

ず

る

こ

と

ま

ん

か

是

| 

れ
正
し
I

商

務

大

,

の
賢
に
歸
す
可
t

 

?

斷

じ\ 

.

な

け

れ

はf

ぬ
o 

^

小

路

農

相

果

し

て

此

の

鐵

悟

も 

や

茫

*=<は
庆

の
米
價
調
節
策
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o

て
■

を

つ
>

い
て
此
を
ひ
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の
類
^

あ
&

さ
る
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含
や
を
&

る
、
も 

の
で
あ
る
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1

時
雄
1
;調

典
必
翦
を
認
め
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
然
る
亿
其
の
後
に 

到
b
,政
府
は
關
稅
0
倣
廢
が
農
民
に
不
浪
の
爆
響
を
與 

ふ
る
も
の
と
雜
し
て
興
實
行
に
反
繼
し
た
る
が
如
き
4 

’

殆
ん
r

菩
人
の
解
し
能
は
ざ
る
所
で
0

る
。；#

當々
局 

が
諸
秫
の
調
節
策
に
苦
心
慘
)1
到
ら
^
る
な
き
は
何
の 

故
ぞ
。
皆
是
れ
米
價
の
低
落
を
計
ふ
ん
が
た
め
に
非
ざ 

る
か
。
染
し
で
然
ら
ばi

方
に
暴
利
取
締
令
.、
輸
出
禁 

止
，
取
引
の
停
止
に
ょ
b

て
西
方
：米
價
の
低
靡
を
針
>
 

つ
/
-、
他
方
に
於
て
其
低
落
を
理
曲
^

し
で
關
稅
の
■

第
3£
號

|

玉
六 

.然
る
に
最
近
に
於
て
政
府
は
關
稅
の
倣
廢
に
對
す
る 

如
：上
の
理
由
を
棄
で
て
、
M

I
2
此
と
相
容
れ
ざ
る
考
慮 

ょ
b

來
だ
る
理
由
を
述
べ
，て
ゐ
-る
P
;則
ち
日
く
、
關
税 

の
掀
駿
は
原
產
地
に
：於
け
る

憚
格
を
騰
貴
せ
し
む
る
の 

み
で
調
節
の
效
果
が
な
ぃ
ビ
。
先
き
R

政
府
が
農
家
-に 

惡
影
響
を
與
ふ
る
匕
云
へ
る
は
是
れ
_

税
の
掀
廢
が
米 

價
を
低
落
せ
し
む
石
こ
ビ
を
前
提
ビ
す
る
も
の
で
あ
る 

に
も
拘
ば
ら
ず
、
玆
で
は
此
R
ょ

り

米
價
の
低
落
を
期 

す
る
能
は
ず
ど
說
く
が
*1
き
如
何
に
も
政
府
に
確
固
た

撤
廢
に
反
對
す
る
が
如
き
吾
人
は^

意
を
知
る
に
苦
し\

る
經
濟
±

の
扉
見
な
き
を
表0

せ
る

4

の
と
：云
は
ざ
る 

む
漭
努
あ
る
。
前
哲
に
ょ
る
张
惯
の
.低
落
が
農
家
に
惡

I

を
得
は
-いの

で

一
あ
る
。
斯
ぐ
し
て
今
や
政
.府
は
關
税
の

影
響
を
與
へ
ず
し

V
、

獨
り
：關
稅
の
，掀
廢
に
ょ
る
低
Z

撤
廢
に
：代
ふ

4
,に
外
米
の
質
付
を
目
論
見
つ
、
あ
る
や

...

. 

.
.

.

 

.

 

•,
;

 

_

 

へ
 

.

落
が
農
民
に
不
良
の
影
響
を
與
：ふ
，る

V

云
ふ
理
由
那 

邊
に
ぁV

0
.

か
。
菩
人
は
常
局
潘
^

果
し
て
米
價
調
節 

へ
の
敗
意
あ
る
：や
如
柯
を
_

は
さ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ

に
.傅
へ
ら
る
，。
然
ら
ば
關
稅
の
掀
廢
.は
米
價
の
低
落
を 

期
す
る
能
は
ざ
る
かW

云
ふ
に
決
し
て
.然
ら
ず
、
勿
論 

關
税
.の
低
落
丈
今
日
•の
外
米
相
場
.が
低
落
す
る
こ
と
は 

期
待
出
來
なS

。
殊
に
米
の
如
く
我
國
民
生
活
の
必
需 

.
品

に

し

て

嬋

カ

性

の

余

な

き

货

物

の
關
税
の
廢
止
が
原
.

政
府
の
外
米
買
付

ミ
.：

ヲ
^

^

^

^

^

^

^

^

を̂
：良

は

び

M
,ほ
？
J
域
-
^
^
^

產
地
の
I

I

虞

し

む

H

J

る
け
れ
ど 

,
::
:
も
：

而
も
關
稅
丈
騰
貴
す
る
が
如
き
こ
ヒ
：あ
る
可
さ
當 

の
も
の
で
な
い

o

蓋
し
外
國
生
座
者
は
今
日
の
代
债
に 

す
6
淇
貝
付
纪
應
じ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
、
楚
れ
以
上
.

ン

の
利
益
あ
6

ば
好
ん
で
其
資
亂

R

炎
む
可
く
、

®
か
も 

多
數
の
生
產
漭
が
互
に
競
爭
す
る
以
上
は
關
興
额
の
全 

部
が
彼
等
の
利
益
•
ビ
な
る
こ
と
は
想
像
す
る
.を
得
な
い
:| 

所
で
*

る
。
然
ら
ば
そ
れ
丈
我
國
內
の
米
惯
を
低
落
せ
一 

し
む
る
效
粜
あ
{

マ

J

云
は
ね
ば
次
ら
ぬ
。
兄
ん
デ
か
か
丨
一 

る
多
少
0
原
產
地
に
於
け
る
價
格
の
：騰
貴
は
政
莳
の
4

, | 

米
負
付
に
於
て
も
亦
之
を
免
か
る
、
能

は

の

で

\ 

あ
？

殊
5

人
が
前
？

說
述
し
た
る
如
ぐ
政
守
ま\ 

本
來
海
外
活
動
に
不
適
當
な
：る
：1
の
：で
あ
る
.か
ら
し
て
':
ー
 ： 

政
府
が
：公
然
管
.
一
時
k

多
顧
の
#

I

入
れ
ん
と

せ

文
一 

却

？

蹦
稅
の
撤
廢
以
上
に
.原

産

地

の

瑕

る

：

や
も
未
.だ
知
る
可
か
秦
る
も
の
が
あ
る
。
.果
レ
で
然 

.ら
¥

旅
產
地
の
憤
袼
騰
貴
を
®

由
と
し
て
關

税

の

撤

錄

 

,

i

i

 

(

I

)

雜

パ

錄

I

1

S

を
肯
ん
せ
ざ
る
政
府
が
自
ら
外
米
の
買
付
を
な
3
ん
と 

.

.す
る
が
f

是
れ
亦I

つ
の
矛
看
と
I

ざ
る
を
f

 

S

の
で
あ
る
。
M

つ
外
米
の
質
付
が
供
給
の
增
加
と
な 

り
て
米
價
調
節
に
效
娘
あ
る
こ
と
は
關
稅
の
撤
廢
と
共

:

は

經

费

、
诩

政

上

の

負

擔

、
政

治

±

の
寶
任
等
之
が
實
ゴ 

R

困

雛

な

る

種

々

の

事

情

：の

隨

俾

す

る

も
の
が
あ
る
9 

' 

.营

益

ん

を

苦

ん

で

か

、
彼
の
.最

も

有

效I

可
き

關

®

の

減

廢

を

播

い

て

此

忙

ょ

る

可

き

必

要

が

言

ぅ

、
 

力

若

し

政

霉

の

：

反

對

荔

れ

て

自

已0

抱

負

を

實I

了
す 

石
能
は

中

んI

 

C

.其

地

位
I

き

を

責

任
あ

る

政

 

.治

家

の

採

る

可

き

道

で
次

な

ハ
か
。

官
僚
式
調
節.

 

•

:

以
&

#

是
政
府
の
從
_

彡*

り
た
る
調
節
策
の
多 

ぐ
は
何
等
米
偾
騰
貴
の
根.

本
的
原
因
に
：觸
る
る
名
の
で 

な
い
。

S

す
所
は

S

擧

t

摄

盡

2

定
期
取
引

の
il
i

l

m

等
に
ょ

i

只
徒
ら

R

宫
權
を
振
トJ S

し
で
經
濟



i

.、
7ご

，c

“

n

&

^
^.
r

ソ
：

1

«! 
ご •

f

 

S
 

(

六
九
六)

' 

拙

，
評

ぉ

命

：
命
 

界
R

臨
む
か
、
然
6
ず
ん
ば
迸
い
て
お
爲
め
べj

か
し
の 

訓
命
、
：_
達
に
ょ
り
て
寶
放
ひ
を
慫
慂
す
る
等
其
國
民 

の
經
搞
生
活
に
對
す
る
猶
恰
か
も
檢
事
が
犯
罪
人
を
或
. 

は
#

威
し
或
は
滕
か
し
て
.其
罪
狀
を
自
0 .
せ
し
A
ん
ビ 

す
る
の
慨
が
あ
る
の
で
あ
る
。
楚
れ
吾
人
が
敢
て
官
获 

式
*

ぼ
^ -

ビ
?

ふ̂

'以
'
.で
.あ
.る
?

:

而
し
て

S

仲
小̂

 

農
相
に
此
の
事
あ
る
敢
て
怪
し
む
を
用
ひ
な
い
け
れ
ど 

も
、
而
も
風
僚
中
一
人
の
立
つ
て
氏
を
補
導
す
る
の
知
： 

あ
る
も
の
な
き
ぶ
如
何
。
知
ら
て
之
を
な
す
能
は
ざ
る 

'
は
^

な
§

と
や
沄
は
ん
。
若
し
眞
^

米
«

«
1 |
.の
必
舉 

あ
6
と
な
さ
ば
®

人
は
速
か
に
：我
當
周
.の
調
節
策
が
其 

IE
道
に
就
か
ん
こ
と
5r
希
®

し
て
色
ま
な
い
も

^
で
あ 

S
C 

丨

，望
诚

1

五
八

鶴

！

t

ミ
‘
貂
：
介
：

II
I

德
三
著『

經
濟
學
考
證

』

.

大
正
七
印
三
月
來
凉
佐
藤
出
版
部
，發

行
.

,

菊

刿

七

ー

〇

瓦

浚

‘偽
金
參
圆
八
拾
錢

本
.

«

は
福
田
博
士
が
主S

し
で
最
近
數
ヶ
年[ H

i

に
於 

て
學
術
雜
誌
に
發
表
せ
ら
れ/ 2

る
經

.

濟
學
說
‘に
關
す
る 

博
士

.

一
 

流
：の
雲
嚴
密
引
照
該
博
な
る
數
篇0

論
文
を 

.

收
载
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
其
内
容
は
第

^

篇
シ

r

.ザ 

丨
及
：火
チ
ト
ス
に
據
る
古
獨
逸
土
地
共
有
制
：度
、
第
二 

篇
穂
積
傅
士
の
隱
居
論
を*

む
、
鏃
三
篇
勞
働
權
、
勞 

働
全
收
權
及
勞
儆
協
約
、
第
四
篇
生
存
權
の
祉
會
政
策
、 

第
五
篇
英
怫
兩
國
太
小
農
制
に
關
す
る
ァ
ー
サ
丨
®
ャ 

ンV

の
.

硏
究
、
第
六
篇
.マ
ル
ナ
ス
人
ロ
論
出
版
當
時
の 

反

對

論

者

特

に

：生

存

權

l r
#

、
0
A
篇
英
國
の
學r a

ビ 

.

し
，て
の
經
濟
學
殊
に
商
國
主
籤
の
始
終

'

、
第
九
籯
现
代
，

fi

i

の
商
業
及
商
人
に
分
た
れ
.て
ゐ
る
。
此
中
第I

篇
は
曾
，
 

V

 

■

『

和
田
垣
敎
授
在
職11

十
五
年
紀
念
經
濟
論
叢』

R
 

收
緣
せ
ら
れ
た
る
論
文
で
あ
づ
て
シ
ー
ザ
ー
が
其『

ガ 

ジ
ア
戰
記』

u
e 2

6
1
1
0
0
巴
11 <:0」

に
於

て
1

こ
ガ
ト
ト 

ス
が
其『

ゲV

マ
二
ァ
志』

に
於
て
各
々
古

代
獨
逸
の
土
地
制
度
に
就
きv

费
し
た
る
數
言
の
意
義： 

に
1
す
る
學
潜
の
所
論
を
«
.介

す

る

'
と

同

時

に

著

者

自
 

身
の
持
論
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
篇
S

_

R
福

論
文
.で
あ
っ
て
、
穂
積
博
-;
±

著『

隱
居
論』

第
、ニ
版
に
對
：
 

す
る
批
評
文
で
あ
る
。
然
し
.、
決
し
て
尋
常
一
檨
の
批
‘ 

評
文
で
は
な
く
、穂
積
博
士
の
所
論
を
解
剖
批
判
し
、
立

_ 

^■
考
證
上
の
缺
陷
を
指
摘
す
る
は
勿
論
、
進

ん

で

臂

替I 

制
度
，に
關
す
る
福
田
博
士
自
身
の
硏
究
及
び
見
解
を
發— 

表
せ
る
約
瓦
頁
に
一
旦
る
堂
々
た
る
一
大
論
文
で
あ
か
タ 

第
三
篇
以
下
第
八
篇
.迄
は『

H

田
學
會
_

替

『

經
濟
論
. 

叢』

及

び『

金
井
激
授
在
職
ニ
十
五
年
紀
念
最
近
社
會

第
十
、

u

卷
：

づ
；へ
九
七
：

T

 

.，批

評

，-
と

溆

介

-
-

•

政
策

5

に
揭
載
ぜ
ら
れ
？

論
文
に
多
少
の
補
筆
を 

办
へ
で
®
錄
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

.

が
、
此
六

U

*

に
於
.て

も

奮

键

f

於
T 

i

 

U

本
書
の
0

0

を
構
成
す
る
と
看
倣
し
て
差
支
へ
あ
る
ま
い
。
可
れ
も 

經
濟
學
史
上
：の
特
種
開
.題
^
_
ず
る
博
士
の
綿
密
精
緻 

な
る
硏
纘
の
成
果
で
あCV.

て
、
殊
に
文
獻
的
考
證
益 

を
用
a
.ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
の
歡
九
篇
現
代
の
. 

商
業
及
商
人
は
大
庇
五
年
三
月
ょ

5
,大
疋
六
年
三
.月
迄 

『

商
店
雜
誌』

に
連
載
せ
ら
れ
た
る
®

sl
に
對
す
る
博
士 

1

流
の
侧
面
舰
を
通
俗
的
に
記
述
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
 

內

念

性

質

に

於
.て
^

又
#

叙
述
の
：體
裁
に
於
て
も
他 

.の
輪
文
^

は
大
R

其
趣
き
を
異
に
し
て
ゐ
る
^
、

一
役 

»
奢
は
匆
論
專
門
の
碑
梵
者
を
も
典
味
を
以
て
最
後
の 

頁
迄
讀
ま
し
む
る
の
雄
致
に
於
て
は
本
書
^

收
め
&

れ 

た
る
他
の
孰
れ
の
論
文
.

も̂
必
^ ;
し
も
劣
る
も
0 :
.
で
な


